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１ はじめに 
 
近年、ビデオカメラや各種センサー機器を組み

合わせた体験記録の試みが行われてきたが、ただ

ビデオ映像やセンサデータを記録するだけではデ

ータ量が膨大となり、それを活用するのは困難に

なる。そこでこれらのデータをうまく活用するた

めにはインデキシングが必要であり、特にユーザ

が注目しているものや、注目しているときの意図

に基づいたインデックスを付けることができれば

大量のデータも活用しやすくなる。しかしセンサ

データなどからユーザの意図を推定することは一

般的に難しい。 
そこで本研究では、「注目している」という意図

と「カメラで撮影する」という行為には強い相関

関係があるという仮説を導入する。人が写真を撮

るときは明らかにその被写体に注目していると言

ってよく、逆に人が何かに注目したとき、カメラ

を手にしていればそれを撮影するという行為につ

ながりやすいであろう。この仮説の下、写真を撮

るというメタファーを導入したシステムを構築し

た。 
 
２ 写真と書込みの共有 
 
注目しているものに基づいた他者とのコミュニ

ケーションを考えると、互いの見ているものに「書

き込む」という手段が有効ではないかと考える。

つまり注目しているときの視点画像である写真に

対して、ペンにより文字や記号などを書き加える

のである。実際、Lock-on-Chat[1]では共有した画
像の上でのチャットが効果的であるという知見が

得られている。本研究では写真に対してより直感

的な手書きによる書き込みを可能とし、複数のユ 
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ーザ間で写真と書き込みを共有することでコミュ

ニケーションを支援するシステムを構築した。 
本システムを用いれば、他者の視点に割り込む

といった効果が得られるのではないかと考える。

他のユーザの視点画像に「書き込む」ことで、例

えば画像中のある物に対して注意を向けさせると

いったことができる。関連研究として、DigitalEE 
II[2]では仮想空間を介した注目オブジェクトの共
有と会話により、実世界行動へ影響を与えること

に成功している。一方、本研究では写真への書き

込みによるコミュニケーションが実世界行動へ影

響を与えることが期待できる。 
 本システムでは、ユーザは一般的なカメラと同

様に写真を撮影するだけで、自動的にその画像が

他のユーザにも共有される。ユーザは共有された

画像に対し手書きの書き込みを加えることができ、

それもまた全てのユーザに共有される。つまり別

のユーザが書き込んだものを、書き込みが行われ

た時点で見ることができ、書き込みによってリア

ルタイムにやりとりすることができる。他者の書

き込みを見てそれに対する返事を書き込むという

ことを繰り返せば、写真の上で擬似的なチャット

がなされることになる。 
 
３ Photo Chatの実装と利用シナリオ 
 
 本システムは各ユーザが持つクライアント端末

とサーバ、及びそれらをつなぐネットワークから

成る。クライアント端末は表示一体型のタブレッ

トによりペン入力が可能であり、また USB カメ
ラを接続する(図 1)。アプリケーションの実装には
Javaを、USBカメラの画像取得には Java Media 
Frameworkを使用した。 
 カメラで撮影された画像は撮影と同時にネット

ワークを通じてサーバへ送られ、サーバから他の

クライアント端末へと送信される。同様に書き込

みもそれがなされた時点でデータはサーバを経由

して他のクライアント端末へ送信される。共有し

た画像からはサムネイルが作られ、画面左のサム 



USBカメラ 視点画像と書き込みの表示部
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サムネイル一覧 ドラッグ＆ドロップによりサムネ
イルの貼り付け（ハイパーリンク）ができる  

図 1．Photo Chatクライアント端末 
 
ネイル一覧に加えられる。 
 画像には別の画像へのハイパーリンクを加える

ことができる。画面左のサムネイル一覧からドラ

ッグ＆ドロップにより画像にサムネイルを貼り付

けることで、そのサムネイルをクリックすれば対

応する画像に切り替わるようになる。この機能に

より、ユーザは画像間に関連を持たせることがで

きる。 
 これらの主な機能は、持ち歩きやすいよう入力

デバイスを最小限にするため、全てペンによるタ

ッチのみで操作できるように設計している。 
 本システムの利用シナリオとして、複数のユー

ザが大学構内を分散して見学する例を挙げる(図
2)。ユーザＡが時計台に注目し写真を撮ると、そ
の画像は他のユーザにも送られ、擬似的な視点の

共有がなされる。ユーザＢはそれを見て端にある

像が何なのか気になり、「これ何の像？」と画像に

書き込むことでユーザＡの視点に入り込む形で意

図を伝えることができる。それを受けてユーザＡ

がもっと像に近寄って写真を撮れば、これはユー

ザＢがユーザＡの視点画像の上に書き込みを加え

ることで、ユーザＡの実世界行動に影響を与える

ことができたことになる。また、ユーザＡは近づ

いて撮った像の写真のサムネイルをユーザＢの書

き込みの近くに貼り付けることで、ユーザＢの疑

問に答えることができる。ユーザＢは貼り付けら

れたサムネイルをクリックすればユーザＡが像に

近寄ったときの視点画像を見ることができる。 

 

 

 
図 2．実世界行動への影響の例 

 
４ おわりに 
 
 視点画像とそこへの書き込みをリアルタイムに

共有することでコミュニケーションを支援するシ

ステムを構築した。今後は画像一覧の表示方法の

改善と、より効果的なアウェアネス表示機能を加

えることに取り組む。 
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